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六

朝
期
の

詠
妓
詩
か

ら

見
た

文

人
の

妓
女
に

対
す
る

観
念
の

変
化

　

　

は

じ

め

に

　
詠
妓

詩

と

は

妓

女
を

テ

ー
マ

に

し

て

詠
ま

れ

た

詩
の

こ

と

で

あ

勉
六

朝
期
に

生

ま

れ
、

唐

代
に

至
っ

て

盛
ん

に

な
っ

た
。

こ

う

し

た

詩

歌
は
、

六

朝
期
に

流

行
し

た

宮

体
詩
の

一

部

分
と

見

な

さ

れ
、

こ

れ

ま

で

取
り

上

げ
ら

れ
、

研

究
さ

れ

る

こ

と

は

少

な

か

っ

た
。　

妓
女

は
一

般
的
に

遊
女
の

こ

と

を

指
す

が
、

本
来

は

歌

を

歌
つ

た

り
、

舞
を

舞
っ

た

り

す

る

身
分
の

低

い

女

性
で

あ
っ

た
。

武
舟

氏

に

よ

れ

ば
、

中

国

妓
女
の

歴
史
は

夏
と

殷
の

時

代
に

始

ま
っ

た
。

歴

代
の

君
主

の

宮
廷

に

は

大

勢
の

美

人
や

女
樂
や

倡

優
な
ど

が

お

り
、

こ

れ

は

後
に

言

う
宮

妓
で

あ

る
。

一

方
で

朝
廷
の

高

官
や

貴

族
な
ど

は

君
主
に

倣
っ

て

家
に

美
人
や

歌

舞
を

す
る

女
芸

者
を

養

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぢ
こ

っ

た
。

こ

れ

は

家

妓
と

呼
ば

れ
る

。

ま

た
、

王

書
奴

氏

に

よ

れ

ば
、

家
妓
の

地

位
は

召

使
と

妾
と
の

問
で
、

家
妓

を
蓄
え

る

風

習
は

漢

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヨゼ

代
か

ら

始
ま

り
、

南

北
朝
に

盛
ん

に

な
っ

た

と

い

う
。

し

か

し

中

国
の

儒

教
倫
理

社

会
で

は
、

妓
女

は

皇

帝
・

貴

族
・

高

官
の

豪
奢

な
生

活
を

示

す

も
の

で
、

好
ま

し

い

も
の

で

は
な
い

と

さ

れ

た
。

さ

ら

に

「

女
色
」

そ

れ

自
体
も

人
間
の

堕
落

や

政

治
腐

敗
の

大

き

彭

　
脂

梅

な

原

因
の
一

つ

と

さ
れ
、

「

徳
」

の

対

立

概
念
と

し

て

否

定

さ

れ

ハ
　り

た
。

そ
の

た

め

か

漢
・

魏
・

晋
の

貴
族

社
会
で

は
、

妓
女
と

遊
ん

で

楽

し

む

こ

と

は

あ
っ

て

も
、

詩
の

中
で

妓
女
の

美

を

讃
え

た

り
、

愛
情
を

表

現
し

た

り

す
る

こ

と

は

あ
ま

り

な
か
っ

た
。

当

然
な

が

ら

妓

女
を

テ

ー

マ

に

し

て

詠
ま

れ
た

詩
は

ほ

と

ん

ど

な

い
。

　

こ

の

よ

う

に
、

以

前
は

詩
の

テ

ー
マ

に

な

ら

な
か
っ

た

妓

女
が

六

朝
期
に

は

テ

ー
マ

と

し

て

取
り

上

げ

ら

れ
、

ま
た

唐
代

に

至
っ

て

詠

妓
詩

が

大

き
く

発

展
し

て

い

っ

た
の

は
、

六

朝
期
に

お
い

て
、

文

人
の

妓
女
に

対

す

る

態

度
や

観
念
に

何

ら
か
の

変
化
が

あ
っ

た

の

で

は

な
い

か

と

考
え

ら

れ

る
。

本
論
文

で

は
、

六

朝
期
の

詠

妓

詩
を

中
心

に

し

て
、

そ
の

詩

題
の

選

択
や

文

学

的
表
現

に

着

目
し
、

文
人

の

妓

女
に

対
す

る

態
度

や

観
念
が

ど

の

よ

う
に

変
化

し

た

の

か
、

ま

た

そ

れ

が

詩
文

に

対

し

て

い

か

な
る

影
響
を

及

ぼ

し

た

の

か

と

い

う

閙
題

に

つ

い

て

考

察
し

た

い

と

思
う

。

　

　

　
一

、

六

朝

期
以

前

　
六

朝
期
以

前
、

宮

廷
に

所

属
し

歌

舞
な

ど

の

芸

に

よ

っ

て

仕
え

る

女

性
は
一

般
的
に

「

女
樂
」

と

呼
ば
れ

た
。

女
樂
は

主

に

宮

廷

の

宴

会
で

皇

帝
や

貴
族

や
高

官
な
ど

権
力

者
を

楽

し

ま

せ

る

も
の
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で
、

豪
奢
な
生

活

を

表
す
も
の

で

あ
っ

た
。

中
国
文
学
で

最
も

早

く

女
樂
が

取

り
上

げ

ら
れ

た
の

は

『

楚

辞
』

の

「

招
魂
」

に

お
い

て

で

あ

る
。

そ

れ

以

降
、

前

漢
の

枚
乗
が

「

七

発
」

で

女
樂

を
描

き
、

続
い

て

司
馬

相
如
が

そ
の

「

上

林

賦」

で

女

樂
を

宮

廷
の

娯

樂

音
樂
の
一

部
分
と

し

て

描
い

た
。

ま

た
、

後

漢
の

傅

毅
は

宮
廷

の

宴

会
の

女

樂
を
中
心

に

「

舞
賦
」

と

い

う
作
品

を

作
り

、

そ
の

歌

舞
の

動

作
や

姿
態
が

細
か

く

描
か

れ

た
。

張

衡
「

西

京

賦
」

「

南

都
賦
」

は

そ

れ

ぞ

れ

都
の

長
安

及
び

南
方
の

陪
都
の

南

陽
を

描
く

作
品

で

あ

る

が
、

い

ず
れ

も
そ
の

中
に

宮

廷
の

女

樂
を

詳
細

に

描

写

し

た

部

分
が

あ

る
。

漢

賦
の

作
者
は

宮
廷
の

女

樂
を

描
く

の

を

好
ん

で

い

た

よ

う
だ

が
、

石

観
海
氏
に

よ

れ

ば
、

そ
の

表
現
に

は

共

通
の

型
が

あ

り
、

女
樂
に

つ

い

て

は

「

勸
百

諷
一
」

、

即
ち
、

様
々

に

女
樂

を

描
写
し

な
が

ら

も、

最
終
的
に

は

そ

れ

を
良
か

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ら　

ぬ

も
の

と

し

て

退
け

る

伝
統
が

形

成
さ
れ

て

い

た

と

い

う
。

つ

ま

り
、

前

漢
時

代
の

賦
に

お

け

る

宮
廷
の

女
樂
の

描

写

は
、

賦

の

作

者
個

人
の

体

験
と

は

関

係
な

く
、

賦
創

作
に

お
い

て

踏
む
べ

き

必

要
な

手

続
き
の
一

つ

に

過
ぎ

な
か

っ

た

と

言
え

よ

う
。

六

朝
の

劉

鰓

は

『

文
心

雕
龍
』

「

雑
文
」

篇
に

於

い

て

枚
乗
の

「

七

發
」

に

つ

い

て

次
の

よ

う

に

述
べ

て

い

る
。

枚
乘

擠

艷
、

首

制
七

發
。

腴

辭
雲

構
、

夸
麗

風

駭
、

蓋

七

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　ロ

竅
所
發
、

發

乎

嗜
欲
、

始

邪
末
正

、

所

以
戒

膏
粱
之

子

也
。

　

　

　

　

　

　
し

　

　
　

　

は

し

め

　
　

　

　
　

　
　

　
　
ぽ

い

　
　

　
　

よ

（

枚

乘
は

艷

を

擒
き
、

首

　「
七

發
」

を

制

す
。

腴

き

辭

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

れ

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

ど

ろ

か

雲
の

よ

う

に

構
へ

、

夸

麗
　
風

の

よ

う
に

駭

す
。

蓋

し

七

竅
（

目
・

耳
・

鼻
・

口

の

総

称
）

の

發
す

る

と

こ

ろ

は
、

し

　

よ
く

嗜

欲
よ

り

發

す
。

戒
む

所
以

な

り
。

）

始
め

邪

な

る

も

末

は
正
、

膏
粱
の

子

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
アや

　

漢
代
の

賦

作
者
は

宮

廷

倡
優
文
人

で

あ
っ

た

が
、

知

識
人

と

し

て

政

治
や
社
会

を

批

判
す
る

立

場

に

あ
っ

た

の

で
、

女

樂
に
つ

い

て

も

第
三

者
の

立

揚

で

観

察
し

て

描
い

て

い

た
。

そ

も
そ

も

漢
代

で

は

女

樂
の

歌

舞

を
楽
し

め

る

の

は

皇

帝
・

貴
族
し

か

お

ら

ず
、

一

般

の

文

人
は

女
樂
と

接

す
る

機
会
は

ほ

と

ん

ど

な

か

っ

た
。

し

た

が
っ

て

女
樂
は

あ

く

ま

で

も
皇

帝
や

貴
族
の

贅
沢
で

享

樂
的
な

生
活

を
反

映
す
る

も

の

と

し

て

取
り

上

げ
ら

れ

た

の

で

あ

り
、

そ

の

描
写

を

通

じ

て
、

皇

帝
や

貴
族
な

ど

権
力

者
の

螯
沢

な
生

活

態

　

　

　

　

　

　

　

　

　
つ

こ

度
を

否
定
し

た

の

で

あ

る
。

　
一

方
で

、

後

漢
の

作
品

と

言
わ

れ

る

「

古

詩
十

九

首
」

に

妓

女

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ハ
ユ

に

言

及
す
る
「

東

城

高
且

長
」

と
「

青
青

河
畔
草
」

の

作
品

が

あ

る
。

前
者

は

「

燕
趙
に

遊
ん

で

美
人
と

共

に

住
み

た

い

と

い

う
こ

と

を

述
べ

た
」

歌

で

あ

り
、

後
者
は

「

落

籍
さ
れ

た

倡

女
が
、

夫
が

出

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
い　

て

い

る

折
の

留

守

番
の

情
を

述
べ

た
」

歌
で

あ

る

と

言

わ

れ

た
。

こ

の

二

首

の

詩
に
、

人

民

層
を

含
め

て

対

象
と

な

り

う

る

倡
女
の

存
在
が

確
認

で

き

る

だ

ろ

う
。

『

史

記
』

に

よ

る

と
、

漢

代
以

来
、

趙
や

鄭
や

燕
（

特

に

中

山
）

な

ど
の

地
方
の

出
身

女
性

で

音
樂

を

習
得

し

て
、

権
力

者
の

と

こ

ろ

を

訪

ね

歩
き
、

積

極

的
に

芸

と

身

を
売
る

も
の

が

出

て

き
た

と

い
・

 

漢
代
以

降
、

妓
女
の

文

化

の

発
展

に

し

た

が
っ

て
、

宮

妓

以
外
、

家
妓
や
、

私

妓
な
ど

の

女
は

そ

の

歌
舞
で

社
会

各

階
層
に

対

象
と

な

り
、

つ

い

に

文

学
の

世

界

に

取
り

上

げ
ら

れ

る
よ

う
に

な
っ

た

の

で

あ

ろ

う
。
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二
、

六

朝

期
の

詠
妓
詩

　

「

妓
」

が

広

く

「

妓

女
」

を
指
す

よ

う

に

な
っ

た

の

は

ほ

ぼ

六

朝
期
か

ら

で

あ
る

。

元

来、

歌

や

舞
と

い

う

技
芸

を

持
つ

芸

者

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ロ
ロ　

男

女
を

問
わ

ず

「

伎
」

と

呼
ば

れ
た

。

六

朝

期
に

な

る

と
、

家
妓

（

女

性
）

が

増
え

て

き

た

の

で
、

「

伎
」

に

代
わ
っ

て

「

妓
」

が

使
わ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

し
た

が
っ

て

「

妓

女
」

と

は

い

っ

て

も
、

中

国
古
代
で

は
、

「

身

を

売
る
」

こ

と

よ

り

も
「

芸

を

売
る
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　
にサ

こ

と

に

重

点
が

あ
っ

た
。

南

朝
劉
宋
時

代
の

詩

文
で

は
女

樂
も
妓

女
と

呼
ば

れ
て

い

る
。

妓
女

が

詩

題
と

し

て

最
も

早

く

詠
ま
れ

た

の

は
、

宋
の

武
帝
の

「

夜
聴
妓
」

及

び

鮑
照
の

「

夜
聴

妓
」

で

あ

る
。

続
い

て

斉

代
に

、

謝

眺
「

夜

聴
妓
」

と

丘

巨
源

「

聴

鄰
妓
」

が

作
ら

れ
た

。

梁
・

陳

代
に

な

る

と

「

看

妓
」

、

「

聴

妓
」

、

「

觀

妓
」

、

「

詠

舞
妓
」
、

「

詠

舞
」

な

ど

の

題

妓

詩

が

さ

ら

に

多

く

見

　

　

　

　

　

　

　

　
バソ

ら

れ

る

よ

う
に

な
る

。

そ

れ

だ

け

で

は

な

く
、

妓
女
は

文

人
の

関

心

に

応
じ

て
、

様
々

な

題

材
に

よ
っ

て

表

現
さ
れ

た
。

以

下
の
一

覧
表
は

詩

題
に

妓
や
妓
の

よ

う

な

字
を

含
む

詩

歌
、

妓
女
を

テ

ー

マ

と

す

る

詩
歌
を

分
類
し

て

ま

と

め

た

も

の

で

あ

る
。
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王

朝
時

代

南

朝

宋斉梁

作

者

題

妓
詩

孝

武
帝

夜

聴
妓

鮑
照

夜

聴

妓

謝

眺

夜
聴

妓
二

首

丘

巨
源

聴
鄰

妓

武

帝

獻

舞

昭
明

太

子

林

下

作

妓

簡
文

帝

元

帝

代

妓
詩

倡
婦
怨

情
詩

十
二

韻

倡
楼

怨

節

贈
妓

詩

戯

贈
麗

人

　
贈
麗

人

悼
妓
詩

傷
美

入

一
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武

陵
王

同

蕭
長

史

看
妓

呉

均

妾

安
所

思

去

妾
送

前

夫

沈

約

早

行

逢

故
人

車
中

為

贈

江

洪

詠

舞
女、

詠

歌
姫

范

靖
婦

戯
蕭

娘

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
！　　　　　　　　r

．
何

遜

詠
舞

妓

　
咏
娼

家

為
人

妾
思

為
人

妾
思

王

僧

孺

為
徐

僕
射

妓

作

詠
歌

姫

　
詠

寵
姫

在
王

晋

安
酒

席
数

韻

見

貴

者
初

迎

盛
姫
聊

為
之

詠

何
生

姫
人

有
怨

為
人
寵
妾

有
怨

為

姫
人

自

傷

為
人

有

贈

庚

屑

吾

詠
舞

　
詠

舞
曲

應
令

石

崇

金
谷

妓

王

棟

i

觀
楽

應
詔

　
詠

舞

尸　　　F1

　　卜　　
1

王

訓

應

令

詠

舞
詩

奉

和

率
爾

有

詠

層　
I　　　　F　　
1　　　
1　　　　1　
1　　
1　　　　　卜　　」　　　」　
ト　
ー　　　　　　　　　　　
［　
1　　　
ー　．

劉
孝
綽

夜

聴
妓

賦

得
鳥
夜

啼

同

武

陵
王

看
妓

愛
姫

贈
主

人

為
人

贈

美
人

劉
孝

儀

和

詠

舞
　
舞
就

行

劉
孝

威

詠

佳

麗

1

劉
遵

応

令
詠
舞

王

環

代
西

豊
侯

美
人

劉

緩

敬
酬

劉

長
史

詠
名

士

悦

傾
城

王

提

贈
情

人
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下
陳北

魏

北

齊

王

台

喞

湯
僧

濟

沈
君

枚

姚

翻

楊

嗷

鄭

鏗

徐

俳

妻

陳
後
主

陰
鏗

徐

陵

何

曼
才

江

總
劉

刪

呉

尚
野

蕭
琳薀蓉1屠

詠

深

井
得
金

釵

高
楼

月

待

夜
出

妓

代

陳
慶
之

美
人

為

詠

詠

舞

奉

和

夜
聴

妓
声

舞

媚
娘
三

首

侯

司

空
宅

詠

妓

奉

和

詠

舞

和

衡
陽

殿

下
高

樓

看
妓

秋
日

新

寵
美

人
応

令

新

入

姫
人

応
令

賦

得
空

閨
怨

姫

人
怨

侯
司

空
宅

詠
妓

詠
隣

女
楼
上

弾

琴

隔
壁

聴
妓

晩

妝
大

堤

女

冬

夜
詠

妓

雑

詩
答

唐
娘
七

夕

所
穿

針
摘

同
心

梔
子

贈

謝

娘

因
附

此
詩

寄

碧
玉

詩

和

樊

晋
陵
傷

妾

為
徐

陵
傷
妾

1
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北

周

廩
信

奉 奉 舞 看 和 和
和 和 媚 舞 詠 趙
趙 趙 娘 聴 舞 王

王 王 　　歌　　看
春 美　　詩　　妓
日 人　　　　　 二

　 春　　　　　首
　 日

奉

和
賜

曹

美
人

仰
和

何
僕

射
還

宅

懐

故
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で

は

六

朝
期
の

文
壇
に

お
い

て
、

な
ぜ

妓
女
を

テ

ー
マ

に

し

て

詠
む

詩
が

急
に

増
え
始
め

た
の

か
。

こ

の

問
題

に

は

様
々

な

原
因

が

考
え

ら
れ

る
。

齋

藤
茂
氏
に

よ

れ

ば
、

唯
美
主

義
的
な

傾
向

の

強
ま

り

と

と

も
に

、

美
し

い

も
の

を
題

材
に

選

び
、

そ
れ

を

様
々

な

角
度
か

ら

描
き
尽

く

そ

う
と

す
る

詩
、

い

わ

ゆ
る

題

詠
詩
が

盛

ん

に

作
ら

れ
る

中
、

宴
席
に

侍

る

諏
汝

が

自
ず
と

そ
の

対

象
と

し

て

選

ば

れ

る

こ

と

に

な
っ

た

と

い

う
。

ま

た

林
田

慎
之

助
氏

も
、

詩
の

対
象

を

女
性
の

姿
態

や
心

情
に

局

限

す

る
こ

と

に

よ
っ

て
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
めサ

詠
物

詩
か

ら
宮

体
詩
が

生
ま

れ
た

と

述
べ

て

い

る
。

で

は
、

詠

妓

詩

は

詠
物
詩
の

延

長
線
上

に
、

宮
体
詩

の

一

部
と

し

て

生

ま

れ

た

と

言
っ

て

よ

い

の

だ

ろ

う
か

。

大
筋

で

は

そ

う
だ

ろ

う
が

、

宮
体

詩

は

唐
代
に

至

る

と

す
っ

か

り

衰
え

顧

み

ら

れ

な

く

な

る
一

方

で
、

妓

女

を
詠

う
詩
は

続
け

て

作
ら

れ
、

中

晩

唐
で

さ

ら
に

質
量
、

内

容
と

も

豊

富
に

な
っ

て
い

っ

た
。

こ

の

こ

と

で

も
わ

か

る

よ

う

に
、

詠
妓

詩
は

宮

体
詩
と

重

な
り

な
が

ら

も

そ

れ

独
自
の

発

展

を

遂

げ
て

い

る

と

考
え

る

こ

と

も
で

き

る
。

ま

た
、

こ

の
一

覧
表
の

示

す

よ

う
に
、

梁
の

時
か

ら
、

妓
女

を
め
ぐ

り
、

妓
女

を

観
る
（

看

る
・

聞

く
）

、

妓

女
を

詠
む

と
い

う
詩

題
と

し

て

妓

女
を

描

く

題

妓
詩
が

大

量

に

作

ら
れ

た
。

妓
女

に

詩
を

贈
っ

た

り
、

妓
女
に

代

わ
っ

て

そ

の

心

情

を

歌
っ

た

り
、

亡

く

な
っ

た

妓

女
を

悼
ん

だ

り

す
る

詩
が

続
々

と

出
て

き

た
。

そ

こ

に

は

妓
女

に
つ

い

て

の

表

現

そ

れ

自
体
に

お

い

て
、

あ

る

変

化
が

見

ら

れ
、

そ

れ

は

六

朝
文

人

の

妓

女

に

対

す

る

認

識
の

変
化
と

関

連
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
。

以

下
、

六

朝

期
の

代

表
的
な

詠
妓
詩

を

考
察
す

る

こ

と

に

よ

っ

て
、

そ
の

変

化
の

過
程
を

明

ら

か

に

し

て

み
た

い

と

思
う

。

　

　

　
（

一
）

題
妓
詩

　

漢

賦
の

作

者
が

第
三

者
の

立

場
に

立

ち
、

し

ば
し

ば

君

主

や

貴

族

を

諌
め

る

手
段
の
「

つ

と

し

て

女
樂
の

描

写

を

用
い

た

の

に

対
し
、

六

朝
期
の

詠
妓

詩
で

は

作
者

自

ら

宴

会

場
に

あ
り

、

妓

女
と

対
面

し

て

い

る
。

妓

女
は

遊
び

の

相

手
で

あ

り
、

そ

こ

に

は

妓

女
と
の

感

情
的
な

交
流
も

み

ら

れ
る

。

斉
の

謝

跳
の

「

夜

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ロリ

聴
妓

詩
」

を

見
て

み

よ

う
。

25 一



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　
其
の
一

瓊
閨

釧
響

聞

瑤
席

芳
塵

滿

要

取

洛

陽
人

共

命
江
南

管

情

多

舞
態
遲

意
傾
歌

弄
緩

知

君

密
見
親

寸

心

傳
玉

腕

　

其
の

二

上

客
光
四

座

佳

麗

直
千

金

掛
釵

報

纓
絶

堕

珥
答

琴
心

蛾
眉

已

共

笑

清
香
復

入

襟

歡
樂

夜
方
靜

翠

帳

垂

沈
沈

瓊
閨

に

　
釧

響
聞

こ

え

瑤
席
に

芳
纏
満
つ

洛

陽
の

人
を

要
え

取
り

て

共
に

江

南
の

管
を
命

ず

情
　
多
く
し

て

舞

態
遅
く

　
か

た

む

　

　

　

か

ろロつ
ゆ

る

や

意

傾

き
て

歌
弄

緩

か

な

り

　

　
ひ

モ

循

が
密
伽

雛
親
し

ま

る

る

を

知
る

寸

心

玉

腕
に

伝
う

　
　

　

　
　

　
て

上

客
　
四

座
を

光
ら
す

　
　

　
あ

た

い

唯
灑

植
千

金

嘱

呶

瀬

ゆ
絶
つ

に

報
い

噬

唄

琴
心

に

答
う

蛾

眉

　
己

に

共

に

笑

う

　
　

　

　
　
え
り

清
香

　
復
た

襟

に

入

る

　
　

　

　
ま

さ

観
樂

　
夜

方
に

静
か

な
り

　
　

　

　
　

ち

ん

ち
ん

す
い

ち
ょ

う

翠
帳

垂

れ
て

沈

沈

た
り

　
そ

の
一

の

初
め

の
一

二

三

四

句

は

宴

席
で

妓
女
が

歌
っ

た
り

、

舞
っ

た

り

す
る

様
を

描
い

て

い

る
。

続
い

て

五

六

句

で

舞
姫

が

歌

舞
に

乗

せ

て

自
ら
の

思
い

を

伝
え

よ

う
と

す
る

さ
ま

を

描
き

、

最

後
の

二

句

は
、

「

あ

な
た

が

密
か

に

愛

情
を

寄
せ

て

く
だ

さ

る

の

を

知
り
、

思

い

の

た

け

を

込

め

て

舞
い

ま

す
」

と
い

う
言

葉
で
、

彼
女
が

告

白

し

た

よ

う

に

心

情
を

表
し

た
。

　

次
の

そ

の

二

も
そ

の
一

と

同
じ

よ

う

な

状

況
で

あ

る
。

上

客
と

名
妓
が

席

を
共

に

し
、

妓

女
た

ち
は

冠
の

ひ

も
を

断
つ

男

た

ち

に

か

ん

ざ

し

を

掛

け
て

報
い
、

琴
心

で

挑
ま

れ

る

と

耳
飾
り

を

落
と

し

て

答

え

る
。

こ

こ

で
、

男

女
の

情
を

通

じ

る
こ

と

を

述
べ

た
。

最
後

の

四

句
で

男
女

は
一

緒

に

樂
し

み

笑
い

、

枕

を

共

に

す

る
。

謝
跳
の

「

夜
聴

妓
」

で

は

作

者
の

表

現
の

中
心

は

音

樂
や

歌

舞
で

は

な

く
、

文

人
が

妓

女
と

遊

ぶ

樂
し

さ

や
喜
び

に

あ
る

。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
にサ

　

次
に

梁
の

何
遜
の

「

詠
舞

妓
」

を
見

て

み

よ

う
。

管
清
羅
薦

合

弦
驚
雪

袖

遲

逐
唱
回

繊
手

聽
曲

動
蛾
眉

凝
睛
眄

墮

珥

微
睇

託
含

辭

日

暮
留
嘉

客

相

看
愛
此
時

　

　
　

　

　
ら

せ

ん

が

つ

管

清
く

し

て

羅
薦

合
し

　

　
　

　
せ

つ

し

ゆ

フ

弦

驚
き

て

雪

論
し

啀

譜
ぐ

唱

を

逐

い

て

纎

手

を

回

ら

し

曲

を

聽
き
て

蛾
眉

を

動
か

す

　

　
　

だ
　
じ

　

　
　

　

　
　

カ

え

り

ぎ

よ

う
せ

ド

凝

睛

　
墮

珥
を

眄

み

び

て

い

　
　

が

ん

じ

貔
含
辭
を

箍
す

日

暮
　
嘉
客
を

留
め

相

看
る

　
此
の

時

を

愛
す

　
こ

の

詩
の
一

句
か

ら
四

句
ま

で

は
、

妓

女
が

優
雅
に

舞
い

踊
る

様
を

描
く

。

笛
が

清
ら

か

に

鳴
ら
さ

れ
る

と

薄
絹
が

敷
か

れ
、

琴

が

響
く

と

白
い

袖
が

ゆ
っ

く
り

動

く
。

歌

声
に

連
れ

て

細

い

手

を

左

右
に

回
し
、

曲

を

聴
き

な
が

ら

美
し
い

眉
を

動

か

す
。

五
、

六

句
目

は
、

妓

女
の

情
愛
を

表
し

て

い

る
。

妓

女
が

気
に

入
っ

て

い

る

客
の

た

め

に

わ

ざ
と

耳

飾
り

を

落
と

し

て
、

流
し

目
を

送
り

思
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い

の

た

け

を

伝
え

る
。

最

後
の

二

句
で
、

客
と

二

人

き
り

で

相

対

す
る

ひ

と

時
を

描
い

て

い

る
。

「

日

暮
れ

て

良
き

客
を

引
き

留
め

、

互

い

に

顔
を

合
わ

せ
、

こ

の

ひ

と

と

き

を
い

と

お

し

む
。

」

こ

こ

で

は
、

文

人

の

妓

女
に

注

ぐ
ま

な

ざ
し

に

明
ら

か

な

変
化
が

見

ら

れ
る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ドソ

　
次
に

梁
の

簡
文

帝
「

夜
聴
妓
」

を

見
て

み

よ

う
。

台

歡
錨
忿

葉

萱

草
忘

憂

条

如
何

明
月

夜

流
風

拂
舞

腰

朱
唇

隨
吹
尽

玉

釧
逐

絃

搖

留
賓
借

別
弄

負
態
動

余

嬌

こ

う

か

ん

　

い

か

ワ

　

　
け

ん

合

歡

　

忿

を

髑
す

る

葉

け

ん

そ
う

萱

草
　

憂

を
忘
る

る

条

如

何
ぞ

　
明
月
の

夜

流
風

　
舞
腰
を

拂

う

　

　

　
す

い

朱

唇

　
吹

に

隨
い

て

尽

く

し

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

る

玉

釧

　
絃
を
逐

い

て

搖

が

す

　

　
と

ど

賓

を

留
め

て

別

弄

を

惜
し

み

　

　

　

　

　
よ
　

き
よ　
フ

態
を

負
い

て

余

嬌

を

動

か

す

　
一

、

二

句
目

は
、

奮
康
の

「

養
生

論
」

の

中
に

あ
る

言

葉
を

引

用
し

た

も
の

で

あ

る
。

ね

む
の

木
の

葉

を
持
つ

と

人
の

怒

り
を

抑

え
ら

れ
、

萱

草

を

食
べ

る

と
心

配

事

を
忘

れ
る

よ

う
に

な

る
。

妓

女
の

歌
舞

を
見

る
の

は

こ

の

よ

う

な
こ

と

で

あ
ろ

う
。

三
、

四
、

五
、

六

句
は

見
る

者
の

感
覚
に

映
じ

た

妓

女
の

腰
や

唇
や

手
な
ど

が

描
か

れ
て

い

る
。

月
の

明
る

い

夜
、

軽

や
か

に

舞
い

踊

る
腰
つ

き
は
、

風
に

従
っ

て

い

る
よ

う
で

あ

る
。

あ

で

や

か

な

唇
で

歌
い
、

玉

の

腕
輪
は

音
樂
の

リ
ズ

ム

に

従
っ

て

音

を
立
て

る
。

最

後
の

二

句
は

妓
女
が

別
れ

を

惜
し

む
と

い

う
曲

を

歌
っ

て
、

愛
嬌
た
っ

ぷ

り
に

お

客
様
を

引
き

留
め

る

様

子

が

再

現
さ
れ

て

い

る
。

　
宴

会

に

お

い

て

妓

女

が

文

人

た

ち
の

関
心

を

集
め

る

様

は

ま

た
、

鄲
鏗
が

簡
文

帝
の

命

令
を

受
け

て
、

彼
の

「

夜

聴

諏
亠

詩
に

和
し

て

作
っ

た

「

奉

和

夜
聽
妓
」

に

窺
う
こ

と

が

で

き

る
。

燭
華

似
明
月

鬟
影

勝
飛
橋

妓
兒
齊

鄭
舞

爭
妍

學
楚
腰

新
歌
自

作
曲

舊
瑟
不

須
調

衆
中
倶

不
笑

座
上

莫
相

撩

燭

華
　
明
月

に

似
た

り

か

ん

え

い

鬟

影

　
飛

橋
に

勝
る

妓

兒

　
斉
し

く
鄭

舞
し

妍

を
争
い

て

　
楚

腰
を

学
ぶ

新

歌

　
自
ら

曲
を

作
す

　

　

　

　

　

　

も
ち

旧

瑟

　
調
す
る

を

須
い

ず

衆

中

　
倶
に

笑
わ

ず

　

　

　
あ

い

み

だ

座

上

　
相

撩

る
こ

と

莫
し

こ

こ

で

妓
女

は

自

ら

作
っ

た

新

曲
を

演
じ

、

客
の

ほ

う

も

笑
っ

た

り
ふ

ざ

け
た

り

す
る

こ

と

な
く
、

真

剣
に

彼
女
ら

の

演

奏
を

聴
い

て
い

る

よ

う

す
が

描
か

れ

て
い

る
。

　
斉

梁
詩

人
の

題

妓
詩

で

表

現
さ
れ

て

い

る
の

は
、

詩
人

が

対

面

す
る

生
き
生

き
と

し

た

表

情
と

姿
態
を

し

た

愛
す
べ

き

女
性

で

あ

る
。

妓

女
の

歌

舞
も
、

人

を
楽
し

ま

せ
、

世
間
の

憂
い

や

悩
み

を

忘
れ

さ
せ

て

く
れ

る

も

の

と

し

て

肯

定
的
に

描
か

れ

て

い

る
。

漢

賦
の

作
者
が

第
三

者
の

立

場
で

妓

女
を
見
、

風

景
の
｝

部
と

し

て

美
し
い

物
と

し

て

描
い

た

の

に

対
し

て
、

六

朝
詩

人

は

感

情
を

も

っ

た

人
間
と

し

て

妓

女
を

描
い

た
。

人
と

し

て

妓
女

を

見

て

い

る

か

ら
こ

そ
、

妓

女
の

感

情
を
理

解
し

表

現
で

き

る
の

で

あ

る
。

一 27 一
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（

二
）

代

妓
詩

　
六

朝
期

、

文
人

が

妓
女

を
代

弁
し

て

そ

の

心

情
を

詠
む

詩

が

出

て

き
た

。

こ

こ

で

は
、

そ

れ

ら

を

「

代
妓

詩
」

と

名
付
け
、

代

表

的
な

も
の

を
い

く

つ

か

見

て

み

た

い
。

ま

ず

呉

均
の

「

妾

安

所

な　
居
」

。

に
。

毎

日

た
だ

君
王

が

来
て

く

れ

る
の

を

待

ち

望
む

よ

り

も
、

昔
妓

楼
で

君

王

と

会
っ

た

日

々

に

戻
る

ほ

う
が

ま

し

だ
。

今
、

宮
廷

の

正

門

が

閉
め

ら
れ

て
、

後
宮
に

幽

閉

さ
れ

た

私
は

た

だ

ひ

た

す

ら

悔
や

み

悲
し

む
。

結

局
、

君
王

と

共

に

こ

の

寝

台
で

眠

ら
な

か
っ

た

私

は
一

人
で

身
を

横
た

え
、

自
ら

を

隣

れ

む

ば

か

り
。
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賤
妾

先

有
寵

蛾
眉

進
不

遲

一

從
西

北
麗

無

復
城

南
期

何
因

暫

艷
逸

豈

爲
乏

妍

姿

徒
有

黄

昏
望

寧
遇

青
樓
時

惟

惜
應

門
掩

方

餘
永

巷
悲

匡

牀
終

不
共

何
由

横

自
私

賤
妾

　
先
に

寵

有
り

が

　
ひ

蛾
眉

　
進
む

こ

と

　
遅
か

ら

ず

一

に

西

北
の

麗
に

從
う

復
た

城

南
の

期

無
し

　

　

　

　

　

　

え

ん

い

つ

何
に

因
り

て

暫
く

艶
逸

な

る

豈
に

妍

姿
に

乏
し

き
が

為
な

ら
ん

や

い

た

ず
ら

徒

　

に

黄
昏
の

望

有
り

寧
ろ

青
楼
に

遇

う
時

惟
だ

應
門
の

掩
を

借
し

む

　

　
え
い

こ

う
　

　
　

　
　

　

の

こ

方
に

永
巷

の

悲
を

余

す

き

ょ

う

し

ょ

う

匡

牀

　
終
に

共
に

せ

ず

何
に

由
り

て

横
え

て

自
ら
私

す

　

卑
し

い

私

は

先
に

寵

愛
を

受
け
た

の

に
、

後
に

や
っ

て

来

た

美

人
に

寵

愛
を

奪
わ

れ
た

。

わ
が

君
王

は

西

北
の

美
人

を

手
に

入

れ

る

と
、

私
と

会
う

時

が

殆

ど

無
く

な
っ

た
。

私
の

輝

け
る

日

々

が

こ

ん

な
に

も

短

い

の

は

ど

う

い

う

わ

け
だ

ろ

う
。

決
し

て

美
し

い

容
貌
に

欠

け

て

い

る
わ

け

で

も
な

い

の

　
こ

の

詩
の

「

永

巷
」

は
、

宮

中
の

長

巷
で

後
宮
の

嬪
妃
が

住
む

と

こ

ろ

で

あ
っ

た
。

漢
の

武

帝
の

と

き
、

改
め

て

掖
庭
と

称
し

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
り　

獄
を

置
い

て

宮
女
の

罪

有
る

も
の

を
幽

閉
し

た

と

い

わ

れ
る

。

「

宮

女

失
寵
」

を

テ

ー
マ

と

し

て

詠
む

詩
は

、

前

漢
の

司

馬
相
如
が

、

武

帝
の

寵

を
失
い

か

け
た

陳
皇
后
の

た

め

に

作
っ

た

「

長

門
賦
」

及

び
、

後

漢
の

班
捷
好

が
、

趙
飛

燕
姉

妹
に

成
帝
の

寵
を

奪
わ

れ
、

自
ら

悲
し

み
を

託
し

て

作
っ

た

「

怨
詩
」

を

そ
の

嚆

矢
と
し

て

徐

徐
に

形

成
さ

れ
て

き

た

が
、

梁
代
と

な

る

と
、

「

蕩
子

娼
婦
」

を

テ

ー
マ

と

し

た

作
が

目
立
っ

て

く

る
。

例
え

ば
、

江

淹
の

「

倡
婦

自

悲

賦
」
、

簡

文

帝
の

「

倡

婦
怨

情
詩

十

二

韵
」

、

元

帝
の

「

蕩

婦

秋
思

賦
」

、

何

遜
の

「

人

の

妾
の

為
の

思

ひ
」

詩
二

首
、

王

僧

孺
の

「

人
の

寵
姫
の

為
に

怨
み

有
り
」

な
ど

の

詩
に

お
け
る

空
閨

を

嘆

く
女
性

は
、

妓
女
が

殆

ど

で

あ

る
。

陳
の

釈
真

観
が

彼
の

「

愁

賦」

で
、

人

間
の

心

中
の

様
々

の

愁
い

を

論
じ

た

際
、

娼

妓
の

愁

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ
のり

い

を

そ

の

代

表

的
な

例
の
一

つ

と

し

て

取

り
上

げ
た

。

梁
に

な
つ

て
、

娼

妓
の

愁
い

が

注

目

さ

れ
て

詩
に

詠

ま
れ

る

こ

と

に

は
、

や

は

り

文

人
の

妓

女
に

寄

せ

る

関
心

と

同

情

を

見
る

こ

と

が

で

き

る
。

そ

れ

ば

か

り

か

妓
女
の

不
幸
な

境
遇

を
文

人

自
身
の

境
遇
と

一
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重
ね

合
わ

せ

て

理

解

す
る

場

合
も
あ
る

。

　

　

　

　

　

　

　

　
　
バリ

有
怨
」

を

見
て

み
ょ

う
。

寒
樹

棲
羈
雌

月

映
風

復
吹

逐
臣

與
棄
妾

零

落
心

可
知

寶
琴

徒
七

絃

蘭
灯

空

百

枝

顰
容

不

足
效

啼

妝
拭
復
垂

同

衾

成

楚
越

異
國
非

枇

離

王

僧
孺
の

「

何
生

姫
人

　

　

　
き

　
し

　
す

寒

樹
に
羈

雌
棲

む

月

映
じ

風

復
た

吹

く

ち

く

し

ん

　

　
き

し

よ

う

逐

臣

と

棄

妾

と

れ

い

ら

く

零

落

　

心

知

る
べ

し

　

　

　
い

た

ず
ら

宝

琴

　

徒

に

七

絃

蘭
灯
　

空
し

く
百

枝

ひ

ん

よ

う
　
　
な

ら

顰

容

　

效

う
に

足

ら

ず

て

い

し

よ

う

啼

妝
　

拭
え
ど

も

復
た

垂

る

同

衾
は

楚
越
と

成
る

　

　

　
ひ

　
り

異

國
も
砒

離
に

非
ず

　
こ

の

詩
は

何
と

い

う
人
の

愛
姫
の

怨

情
を

述
べ

て

い

る
。

樹

木

に

雌
鳥
が

棲
ん

で

い

る
、

そ
の

上

を

月

が

照

ら

し

風
が

吹
く

。

追

放

さ
れ

た

臣

と

捨
て

ら
れ

た

妾

の

そ
の

う

ら

寂

し

い

心

は

思
い

や

ら

れ
る

。

甲
斐

な

く
奏
す

る

七

弦
の

琴
、

空
し

く

輝
く
百

枝
の

蘭

灯
、

西

施
の

ひ

そ

み
を

真

似
な

く

て

も
し

か

め
っ

面

に

な
る
、

啼

く
よ

う

な

化

粧
を
し

な

く
て

も

既

に

涙
が

垂

れ

る
。

共

寝
の

人

と

は

楚
と

越
ほ

ど

遠
を
隔
た
っ

た
、

異

国
の

別
れ

で

も

こ

の

別

れ

ほ

ど

で

は

な
い

。

三
、

四

句
目

で

文

人

が

妾

の

立

場
と

自

分
の

立

場

を

同
一

視
し

て

い

る

の

が

興

味

深
い

。

こ

の

よ

う
な

文
人
の

妓
女

に

対
す

る

意
識
の

変
化

は
、

ま

た
、

彼
ら

が

あ

る

歴
史

的
な
故

事

に

注
目

し
、

詩
の

テ

ー
マ

と

し

て

取

り

上

げ
た

こ

と

に

も

う
か

が

う
こ

と

が

で

き

る
。

「

銅
雀

妓
」

と

「

愛
妾

換
馬
」

が

そ

れ

で

あ

る
。

　
「

銅
雀

妓
」

は

樂

府
の

相

和

歌

辞
で

あ
る

。

『

宋

書
』

の

「

樂

志
」

に

よ

る

と
、

相

和
は

漢
代
の

旧

歌

で

あ
り

、

梁
に

な

る

と

清

商
曲

に

な
っ

た
。

呉
大
順
氏

に

よ

る

と
、

梁
陳
時

代
に

は
、

相

和

三

調
歌
曲

は

ほ

・

ん

・

伝
わ
・

て

い

な
い

・

い

塗
銅

雀

妓
の

轜

は

最
も

早
く

晋
の

陸
機
の

「

弔
魏

武
帝

文
」

で

言

及

さ

れ

て

い

る
。

魏
武

帝
（

曹
操
）

は

死

ぬ

前
に

息
子

た

ち
に

こ

う

言
つ

た

と

い

う
。

「

私
が
死

ん

だ

後
は

、

鄰
の

西
の

丘

に

葬
る

よ

う
に

。

西

門
豹
の

祠
に

近

く

て

も

よ

い
。

黄
金
や

真
珠

な
ど

宝

物

は

埋

葬
し

て

は

な

ら
な
い．、

残
っ

た

香
粉
は

各

夫

人
に

分
け
て

も
よ
い

。

私
を

祭
る

の

は

や

め

な
さ
い

。

た

だ
、

妾
と

妓

女
た

ち

が

皆
銅

雀
台

の

と

こ

ろ
に

集
ま

り
、

台
の

上

に
六

尺
の

床

を

作
っ

て
、

帳
を

下

ろ

し
、

朝
に

酒
と

肉
な

ど

食
料
を

供
え

て

く

れ
れ

ば
よ

い
。

毎
月

の
〔
ゼ
日

と

十
五

日

に
、

帳
に

向
っ

て

妓

女
た

ち

に

歌

舞
さ

せ

な

さ
い
」

。

斉
の

謝
眺
を

始
め

と
す

る

文

人
た

ち
は

こ

の

銅
雀

妓
を
テ

ー
マ

に

し

て

詩

を

作
っ

た
。

そ

れ

に

対
し

て
、

『

樂

府

解

蠱
に

後
の

人

が

そ
の

こ

と

を

悲
し

ん

で

詩
を

歌
っ

た

と

言
わ

れ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
を

　

梁
の

劉

孝
綽
「

銅

雀
妓
」

を

見
て

み

よ

う
。

雀
臺
三

五

日

歌

吹
似
佳
期

定

對
西

陵
晩

松

風
飄

素
帷

危

絃
断

更
接

雀
台

　
三

五

日

　

　

　

　

　

ご

と

歌

吹
　
佳
期
の

似
し

さ
だ定

め

て

西
陵
の

號
柴

対

し

松

風

　
素
帷
を

飄

え

す

危
絃

　
断
ち
て

更
に

接
す
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心

傷

於
此
時

何
言

留

客
袂

翻
掩
望

陵

悲

心

傷
む

　
此
の

時
に

　

　

　

　

　

　

　

　

た

も

と

何
ぞ

言
わ

ん

や

　
客

　

袂

を

留
め

は

ん

え

ん

翻

掩
し

て

陵
を

望

み

て

悲

し

ま

し

む

る

　
と

　
前
半

四

句
で

妓
女
た

ち
が

魏
武

帝
の

遺
言

に

従
い
、

銅
雀
台
で

歌

舞
す

る

さ
ま

を

描

く
。

月
に
一

日

と

十

五

日
、

妓

女
た

ち

は

銅

雀

台
で

歌

舞
す
る

が
、

魏
武

帝
は

と

う
に

亡

く

な
り
、

た

だ

西

陵

の

墓
地
に

向
っ

て

歌

う
だ

け
。

夜
、

墓

地
の

松

林
に

風

が

吹
い

て
、

帳

が

ゆ

ら

ゆ

ら

と

動
い

て
い

る
。

後
半

四

句
で

そ
の

妓

女
た

ち

の

思

い

を

描

く
。

彼
女
た

ち
は

寂
し

く
琴

を
弾

き
、

弦
が

切
れ

て

も

又

繋
い

で

弾
き

続
け

る
。

お

客
が

い

て

喜
ぶ

わ

け

で

な

く
、

た

だ

死

者
の

墓
に

向
か

っ

て

歌

い

踊
る

こ

と

の

空

し

さ
、

哀
し

さ

を

妓

女
の

身
に

な
っ

て

表
現
し

て

い

る
。

　
［

愛
妾

換
馬
」

は

『

樂

府
詩

集
』

「

雑
曲

歌

辞
」

類
に

収

録

さ

れ

て

い

る
。

『

樂

府

解
題
』

に
よ

る

と
、

「

愛
妾
換

馬
」

は

最

初

淮

南
王

に

よ
っ

て

作

ら
れ

た

歌
で

あ
っ

た
。

准
南
王

は

煢

の

劉

安
だ

と

い

わ
れ

る

が
、

そ

の

歌

詞

は

伝
わ
っ

て

い

な
い

。

六

朝
時

代
の

文

人

は

こ

れ

を
詩

題

と

し

自

ら

の

想

像
を

ふ

く

ら

ま

す
こ

と

に

よ
っ

て

詩

を

作
っ

た
。

こ

こ

で

は
、

梁
の

劉
孝

威

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　サ

「

愛
妾
換

馬
」

を

取
り

上

げ
て

み
よ

う
。

騁

馬
出

樓
蘭

　
　
騁
馬

一

歩
九

盤

桓

　

　一

歩

楼
蘭
を
出
づ

　
ぱ

ん

か

ん

九

盤

桓

す

小

史

贖
金

絡

良
工

送
玉

鞍

龍

驂
來
甚
易

烏

孫
去

實
難

麟

膠
妾

猶

有

請

爲

急
弦

彈

小

史

　
金
絡

を

贖
い

良
工

　
玉

鞍
を

送

る

龍
驂
来
た

る

こ

と

　
甚
だ

易
し

烏
孫
去

る

こ

と

　
実

に

難
し

り

ん

こ

う

麟

膠

　
妾
猶
お

有
り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

だ

ん

請
う

為
に

弦

を
急
に

し

て

弾

ぜ
ん

　
前

半
四

句
は

馬
が

楼
蘭

か

ら

や
っ

て

く
る

様
子

を

描
く

。

黒
い

馬
が

楼
蘭
か

ら

や
っ

て

く

る
。

召

使
は

金
の

馬
の

首

飾
り

と

玉

の

く

ら

で

馬

を

飾
っ

て

送
る

。

対

照
的
に

後
半

四

句
で

は
、

妾
が

主

人
の

家
か

ら

出
て
い

く

様

子

が

描
か

れ
て

い

る
。

詩

人
が

妓

女
に

成
り

代
わ
っ

て
、

そ
の

時
の

気

持
ち

を

表

現
し

て

い

る
。

「

そ

の

馬
が

来
る

の

は

と

て

も

簡

単
な

こ

と

だ
が
、

私

が

出

て

い

く
の

は

本
当
に
つ

ら

い
。

せ

め

て
、

激

し

く

弦
を
つ

ま

び

い

て
、

私
の

思

い

を

託

し

ま

す
」

と．、

家

妓
が

主

人
の

所

有
物
と

し

て

物

扱
い

さ

れ
る
の

は

そ

の

時

代
に
一

般
的
な

こ

と

で

あ
っ

た

が
、

人
間

と

し

て

考
え

れ

ば

長

く
暮
し

た

家
を

離
れ

る

の

が

辛

く

悲
し
い

の

は

当

然
で

あ
る
。

　

六

朝
時

代
の

文

人
が

銅

雀
妓
、

或
い

は

馬

と

交

換
さ

れ

る

妓
女

の

立

場

に

立

ち
、

そ
の

気

持
ち

を

代
弁

し

て

詩
に

詠
う

こ

と

が

で

き

た

と
い

う
こ

と

に

も
、

妓
女

に

対
す

る

意

識
の

変

化
を
う

か

が

う

こ

と

が

で

き

る
。

六

朝
文

人

の

妓
女
に

対

す
る

態

度
や

観
念
の

変
化
は

ま

た
、

特

定
の

妓
女
に

宛
て

て

書
か

れ

た

詩
と

い

う
形
式

に

も

表
れ

て

い

る
。

贈
妓

詩
や

悼
妓
詩
が

そ

れ

で

あ

る
。

一 30 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　

　
　

　
（

三
）

贈

妓
詩

・

悼

妓
詩

　
贈

詩
・

贈
答

詩
は

個
別
の

対

象
に

向

け

て

個

人

の

具

体
的
な

感

情
を

詠

み

表
す

も

の

で

あ
る

。

建
安

時

代
か

ら

文

人

の

集
団

と

し

て
の

文
学

活

動
が

発
展
し
、

宴

席
や

詩

会
な

ど

で

直

接
詩
文

の

交

流
が

な
さ

れ
る

開

放
的
な
文

学
空

間

が

形

成
さ

れ

た

（

こ

れ

に

つ

い

て

は

後

述

す

る
）

。

そ

れ
に

よ
っ

て

多
く

の

贈
答

詩
が
生

ま

れ

　
　
む

ソ

た

が
、

そ

の

ほ

と

ん

ど

は

男

性
文

人

同

士

の

間
で

贈
答
さ

れ

た

も

の

で

あ
っ

た
。

南

朝
以

前

で

女
性
に

対
し

て

贈

ら
れ

た

詩
は

、

『

玉

台

新

詠
』

に

収

め

ら

れ

る

後

漢
の

秦

嘉
が

妻
徐

淑
に

贈
っ

た

詩

の

み
で

あ

る
。

南
朝
以

降
で

も

妓

女
に

贈
ら

れ

た

詩

は

数
首
を

数
え

る
の

み

で

あ

る
。

そ

の

中
か

ら

梁
の

王

僧

孺
の

「

為

人

有
贈
」

を

　

　
　

　
　
おり

見
て

み

よ

う
。

碧
玉

與
緑

珠

張
盧

復
雙

女

曼
聲
古

難
匹

長
袂
世

無

侶

似
出

鳳
凰

樓

言

發
瀟

湘

渚

幸
有

寰
裳

便

含
情
寄
一

語

碧
玉

と

緑
珠

と

張

盧

復
た

襞

女

曼

声

　
古

も
匹

し

難

く

ち
ょ

う
べ

い

　
　
　
　
　
ワ

よ

長

袂

　
世

に

侶

な
し

鳳

凰

楼
よ
り

出

ず
る

に

似
た

り

こ

こ

　
　
　
　
　
　

　

　
な
ぎ

さ

言

に

蹣
錦
切

赭
ん

よ

り

発
す

幸
に

裹

裳

の

便

有

ら

ん

　

　
　

　

　
　

　

　
よ

情
を

含
み

て
一

語
を

寄
す

　
こ

の

詩
は

あ
る

人

に

代

わ
っ

て

妓
女
に

贈
っ

た

作
品

で

あ
る

。

一

か

ら
六

句
ま

で

ひ

た

す

ら

妓

女
を

誉
め

讃
え
、

「

お

前

は

昔
の

有

名
な

妓
女

碧
玉

と

緑

珠
、

張

女
と

盧

姫
の

よ

う

だ
、

そ
の

素
晴

ら
し
い

歌

声
は

古
に

も
並

び

な

い

し
、

そ
の

舞
い

姿

は
こ

の

世
に

類
な
い

美
し

さ
」

な

ど
と

評
す
る

。

最

後
の

二

句
の

「

裹

裳
」

と

い

う
言

葉
は

『

詩

経
』

鄭
風
「

裹
裳
」

と

い

う
恋
の

歌

を

出
典
と

す
る

も

の

で

あ
り

、

「

幸
い

に

も
貴
方
が

私

を

愛
し

て

い

る

こ

と

を
知
っ

て
、

こ

ち
ら

か

ら
真
心

こ

め
て

愛
の
一

言

を
伝
え

ま

す
。

」

と
い

う
意

味
で

あ
る

。

こ

れ

は

現
実
の

恋

愛
と

い

う

よ

り

文

人
の

恋

愛
遊
戯

、

擬

似
恋

愛
と

言
っ

た

ほ

う
が

い

い

か

も
し

れ

な

い

が
、

そ

も

そ
も

詩
文

の

中
で

妓

女
が

恋

愛
対
象
と

し

て

理

想
化
さ
れ

る

と
い

う
こ

と

自
体
、

文

人
の

妓

女
の

文
学

表

現
の

変

化
を

表
し

て

い

る
。

　

斉
梁
に

な
る

と
、

文

人

は

亡

く
な
っ

た

妓
女

を

悼
ん

で

詩
を

作

る

よ

う
に

な

る
。

庚
信
の

「

仰
和
何
僕

射
還
宅

懐
故
」

を

見
て

み

　
〔
34∀

よ

う
。

紫
閣
旦

朝

罷

中
臺

夕

奏
稀

無

復
千

金

笑

徒
勞
五

日

歸

歩

楯
朝

未
掃

蘭

房
晝

掩

扉

苔
生

理
曲

處

網

積
回

文

機

故

瑟
蜍

弦

斷

歌

梁
秋

燕
飛

朝

雲
雖

可
望

　

　
　
た

ん

ち
よ

う

紫
閣

　
旦

朝

罷
む

　

　
　
せ

き

そ
う

中
台

　
夕

奏

稀
な
り

　

　
　

　

　
し

よほ
つ

鰒
甑
千
金
の

笑

無
し

徒
　
に

労
す

五

日
の

帰
を

ほ

え

ん

　

　

　

　

　

　
　
　

は

ら

歩

檐

　
朝
に

未
だ

掃
わ

ず

蘭
房
　

昼

　

扉
を

掩
う

　

　
　

　
り
き

よ

く

苔
は

生

ず
理

曲

の

処

　

　
つ

網

は

積
む

回
文
の

機

こ

し

つ

　
　
よ

げ
ん

故
瑟

　

余

弦

断
え

か

り

ょ

う
し

ゆ

う

え

ん

歌

梁

秋

燕

飛
ぶ

　

　
　

　

　
　

　
い

え

ど

朝
雲
望
む
べ

し

と

雖

も
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夜
帳

定
難

依

願

憑
甘

露

入

方

假
慧
鐙

暉

寧
知

洛
城
晩

還

涙

獨

沾
衣

　

　
　

　

　
　

　
が

た

夜
帳

定
め

て

依
り

難
か

ら

ん

　

　
　

　
か

ん

ろ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
よ

願
わ

く

は

甘

露
の

入

る

に

憑
り

て

　

　
か

え

と

う

さ

方
に

仮
ら

ん

慧

鐙

の

暉

　

　
　

　

　
　

　

　
く

れ

獰

罵
知

ら

ん

洛
獄
肋

晩

還

涙

独
り

衣
を

沾

す

　
僕
射
の

官
の

何
某
が

家
に

帰
っ

て
、

亡

く

な
っ

た

愛

熱
遞

眉
う

詩
を

つ

く
っ

た

の

で
、

そ

れ

に

和

し

た

詩

で

あ
る

と

い

う
。

詩

の

内

容
は
、

何
僕
射

は

朝
廷

に

出
仕

し

終
わ

り
、

尚

書
の

役
所

に

は

夕
方
の

奏
上

が

稀
に

な
っ

た
。

（

仕
事
が

終
わ
っ

た
）

そ

し

て
、

家
に

帰
っ

て

も

美
人
の

顔

も

見
え

ず
、

非
常
に

辛
か

っ

た
。

廊

下

の

あ

た

り

は

朝
な
の

に

ま

だ

掃
除
が

で

き

て

い

な
い
、

客
間
は

昼

で

も

扉
が

閉
め

て

あ

る
。

彼
女
が

音
曲
を

修
め

た

と

こ

ろ

に

は

苔

が

生
え

、

回

文

錦
を

織
っ

た

機
に

は

蜘
蛛
が

そ

の

巣
を

編
ん

で

い

る
。

琴
の

弦
が

切

れ
、

梁
に

は

秋
の

燕
が

飛
ん

で

い

る
。

朝
の

雲

は

眺
め

ら

れ

る

が
、

夜
の

帳
に

寄
り

添
う
こ

と

は

難
し

か

ろ

う
。

（

こ

ん

な

苦
し

み

か

ら

解
放

さ
れ

る

た

め
）

仏
門

に

帰
依
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

智
慧
の

光
を

借
り

た
い

と

思
う

。

日

が

暮
れ

て

帰

る

途
中

、

独

り

涙
が

流
れ
て

、

衣
を
ぬ

ら
す
の

は

ど

う
に

も
な
ら

な
い

と

い

う

こ

と

で

あ

る
。

「

千

金

（

美
人
）

笑
」

「

音
曲

を

修

め

た

処
」

「

琴
の

弦
が

切
れ
」

「

梁
に

は

歌
の

声
が

無

く
な
っ

た
」

と

い

う

表
現
か

ら

見

る

と
、

亡

く

な
っ

た

女
性
は

妓
女
で

あ
る

と

考
え

ら
れ

る
。

齋

藤
茂

氏

に

よ
れ

ば
、

「

妓
女
に

親
し

み
、

す

ぐ

れ

た

伎
芸
の

失
わ

れ

た

こ

と

を

惜
し

む

と

い

う
」

独

自
の

内

容
と

ス

タ

イ
ル

を

持
っ

た

悼
妓

詩
が

生

ま

れ
た
の

は

唐

代
に

な
っ

て

か

ら
だ

と
い
・

な▽

確
か

に
、

妓
女
の

伎
芸
に

着
目
す
る

と

い

う
点

を

見
れ

ば
そ

う
だ

が
、

亡

く
な
っ

た

妓

女
を

悼
む
詩

を

作
り

始
め

た

の

は

紛
れ

も
な

く
梁
・

陳
期
の

文

人
た

ち
で

あ
る

。

魏
晋

南
北

朝

時

代
で

は

妓
女

を
侍

姫
・

愛
妾
・

声
妓
・

歌

姫
・

舞
妓

、

ま

た

美

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
リザ

人
・

女
樂

・

娼

伎
と

呼
ぶ

こ

と

が

あ

る
の

で

わ

か

り

に

く
い

が
、

た

と

え

ば

簡
文

帝
の

「

美
人

を

傷

む
詩
」

で

は
死

ん

だ

美
人
を

倡

　

　
　

　

　
　

まり

女
と

喩
え

て

い

る
。

ま

た

陰

鏗
の

「

樊

晋

陵
の

妾
を

傷
む

に

和
す

る

詩
」

で

は

「

千

金
の

笑
」

（

千

金

笑
）

、

何

曼

才
の

「

徐

陵
の

為

に

妾
を

傷

む
詩
」

で

は
一

専
房
の

寵
」

（

専

房

寵
）

と

い

う

妓

女
に

対
し

て

よ

く

使
わ

れ

る

言
葉
で

、

そ

れ

ぞ

れ
亡

く
な
っ

た

妾

を

指
し

て

い

る
。

こ

れ

ら

を

見
る

と

哀

悼
の

対
象
と

な
っ

て

い

る

の

は

や

は

り

妓

女
と

考
え

て

い

い

だ

ろ

う
。

そ

こ

に

は

文

人
の

妓

女
に

対
す

る

意
識

の

変

化
が

う
か

が

わ

れ

る
。

　

こ

の

よ

う

に

六

朝
期
に

生

ま

れ

た

妓

女
を
テ

ー
マ

と

す

る

詩

を

つ

ぶ
さ

に

検

討
す

る

こ

と

に

よ
っ

て
、

そ

こ

に

六

朝

文

人
の

妓
女

に

対

す
る

認

識
の

変

化
を

探
っ

て

き
た

わ

け

だ

が
、

で

は

そ
の

よ

う

な

変

化
は

ど
の

よ

う

な
社

会
的
文

化

的

背
景

の

下

で

生

じ

た

の

か
。

　

　
　
三
、

詠
妓
詩

創
作
の

背

景

　

　
　
（

一
）

文

学

創
作
の

集
団

化

と

宴
会
の

世

俗

化

　
一

覧
表
の

題

妓

詩
を

詳

し

く

見
て

み

る

と
、

同

じ

創
作
現
場

（

宴

席
、

詩

会
）

で

作
ら

れ

た

作
品

が

確

認
で

き

る
。

昭

明
太

子

の

「

林
下

作

妓
」

及

び

孝
元

帝
の

「

和
林

下

作
妓

応
令
」

の

一

組
、

簡
文

帝
の

「

夜

聴
妓
」

及

び

鄲
鏗
の

「

奉

和

夜
聴

妓
」
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の

一

組、

簡
文

帝
の

「

詠

舞
」

及

び

庚
肩

吾
の

「

詠

舞
応
令
」

、

王

訓
の

「

応
令

詠

舞
詩
」
、

徐

陵
の

「

和
詠

舞
応

令
」

、

劉

遵
の

「

応

令
詠

舞
詩
一

の
一

組
、

陰
鏗

及
び

劉
刪
の

同
題

目

詩

「

侯

司

空

宅
詠

妓
」

の

一

組
。

ま

た
、

見
ら

れ
る

よ

う
に

劉

孝

綽
の

「

同

武

陵
王

看

妓
」

、

劉

緩
の

「

敬

酬

劉

長

史
「

詠

名

士

悦

傾

城
」

」

、

王

棟
の

「

觀

樂

應

詔
」

、

江

總
の

「

和

衡

陽

殿

下

高

樓

看
妓
」

「

秋
日

新
寵

美
人

応
令
」

、

廣
信
の

「

和
趙
王

看
妓
二

首
」

「

奉

和

趙
王

美

人

春
日

」

な
ど

の

作
品

が

あ

る
。

森

野
繁

夫
氏

に

よ

る

と
、

「

詠

1
」

の

場

合
は

詩

会

や

宴

会
に

お

い

て
、

複

数
の

人
が

同
一

か
、

或
は

同

類
の

物
を
題

材
と
し

て

競

作
し

た

も
の

で

あ
る

。

ま
た

、

「

和

−」

の

場

合
は

他
人

の

詩

作
に

「

合

わ

せ

る
」

と

い

う

点
、

「

同

−
」

は

他
の

人

と

「

共

に

作

る
」

と

い

う
点

を

強

調
し

た

表

現
で

あ

る
。

「

賦

得

−
」

は

詩

会
や

宴
席

な

ど

に

お

い

て

人
々

が
、

そ

の

座
に

お

け

る

器
物
、

庭

園

内
の

自
然

物
、

ま

た

古

今
の

詩
の
一

句
な
ど

を

取
り

上

げ

て
、

そ

れ

を

題

目

と

し

て

詩

を

作
る

も

の

で

あ

る
。

「

応

令
」

は

坐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ロ
のソ

主

の

命
令

に

よ

る

場

合
が

多

く
な
っ

て

い

る
。

こ

の

よ

う

に

題

妓

詩
の

多
く

は

宮
廷

サ
ロ

ン

で

集
団
的
に

創
作
さ

れ

た

作
品

だ

と

考
え

ら

れ
る

。

　

森
野

氏

に

よ

れ

ば
、

こ

の

よ

う
な

詩

作
に

お

け

る

集

団

化
・

社
交

化
の

傾

向

は
、

建

安
の

頃
、

曹
丕
、

曹
植

を
中

心

と

す

る

文

学

集

団

に

お

い

て

始

ま

り
、

斉
・

梁
・

陳
に

お

け

る

多

数
の

文

学

集

団
の

発

生
に

よ
っ

て
、

更
に

そ

の

集
団

化

−
遊

戯

性
・

社
交
性

を

強
め

て

き
た

。

そ

し

て
、

建

安
か

ら
、

正

始
・

西

晋
・

東
晋

を

経
て

宋
代
に

至

る

ま

で
、

「

詩

は

志

を

言

う
」

も
の

と

い

う
立

藏
が

次
第
に

薄

ら

い

で

き
て

い

る

よ

う

で

あ
っ

た

と

指

摘
し

た
。

ま

た
、

鈴
木

修
次

氏

も

集

団
に

お

け

る

社

交

的
文

芸

と

し

て
、

深

刻
さ

を

排

除
し

た

軽
い

気
持

ち

に

お
い

て

作

ら

れ

よ

う
と

し

た

結

果
、

「

公

宴
」

「

従

軍
」

「

行
旅
」

「

離

別
」

「

遊

覧
」

「

詠
史
」

「

遊
仙
」

さ

ら
に

「

闘
鶏
」

「

七

哀
」

「

棄
婦
」

な

ど

の

題

材
を

共

通

に

す

る

詩
が

つ

く

ら

れ

る

よ

う
に

な
っ

た

と

い
・

 

福

井
佳

夫
氏

は
、

六

朝

文

人
た

ち
が
一

種
の

社

交
的

な

文

学
サ
ロ

ン

を
つ

く
り

、

そ

の

中
で
、

互

い

に

即

興
で

詩

文

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
れノ

創

作
し

、

唱
和
し

た

り
、

競

作
し

あ
っ

た

り

し

た

と

指
摘
す

る
。

こ

の

よ

う
な

流
れ
の

中
で

「

妓
女
」

が

詩
題

と

し

て

取

り

上

げ

ら

れ

た
の

は
、

上

記
の

題

詞

形
式

を

見

れ

ば

容

易
に

想

像
で

き

る
。

　

こ

の

よ
う

に

そ
の

当

時
の

宴

会

は
世

俗

化、

享

樂

化
し

て

き

た

わ

け

だ
が

、

こ

の

世

俗

化
に

は

も
う
一

つ

の

意

味
が

あ

る
。

そ

れ

は
中

原
以

来
の

貴
族

文

化
の

後
退

と

江

南
の

土

着
文

化
の

浸
透
と

い

う

こ

と

で

あ

る
。

例
え

ば
『

宋
書
』

巻
十

九

「

樂
志
」

に
「

前
世

樂
し

み

飲
む

に
、

酒

酣
に

し

て
、

必

ず
起
ち

て

舞

う
。

（

中
略
）

魏

晋

以
来

、

猶
お

舞
を

以

て

相

屬
す

る

を

重
ん

ず
。

屬
せ

ら

る

る

者
は

代

り

て

起

ち
て

舞
ふ
、

猶
お

飲
酒

に

杯

を

以

て

相

屬

す
る

が

ご

と

き

な

り
。

（

中

略
）

近

世

以

來
、

此
の

風

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ね　

絶

ゆ
」

と

い

う

記

載
が

あ

る
。

　
「

以

舞
相

屬
」

と

い

う
の

は

宴

会
に

お

け

る
一

種
の

交
際

方

式
で

、

ま

ず
主

人
が

舞
い
、

舞
い

終
わ
っ

た

あ

と

ひ

と

り

の

客

人

に

受
け

渡
す

。

受
け

た

客
人
は

そ

れ

に

応
じ

て

舞
い
、

ま

た

別
の

客
人
に

受
け

渡

す
。

も
し

受

け

た

も
の

が

舞
わ

な
か
っ

た

場

合
非

常
に

礼
を

失
す

る

こ

と

に
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な

る
。

こ

の

習
わ

し

は

漢
代

か

ら

続
い

て

き

た

が
、

宋
に

至
っ

て

廃

れ

て

し

ま
っ

た

と

い

う
。

で

は

な

ぜ

劉
宋

な
の

か
。

劉
宋

以

降
各

朝
の

皇

帝

は

皆

貴

族
で

は

な

く

庶

民

出

身
の

武

人
で

あ

っ

た
。

彼
ら

は

も

と

も
と

庶

民

文

化
、

土

着
文

化
に

慣
れ

親
し

ん

で

お

り
、

中

原
以

来

の

貴

族
文

化
の

堅

苦
し

い

礼
や

し

き
た

り

を

嫌
い
、

前
述

し

た

宴

会
の

世

俗
化

享

樂

化
を

推
し

進
め

た

　

　

　

　

　
　
　り

と

考
え

ら

れ

る
。

さ

ら

に

中

原

文

化

の

後
退

を

促
し

た

歴

史

的

な

事

例

を
一

つ

挙
げ

よ

う
。

劉
裕
が

実

質
的
に

朝
廷

の

政
権

を

掌
握
し

た

四

＝
二

年
、

東
晋

成
立

以

来

長
ら

く
懸

案
と

な
っ

て

い

た

土

断

法
を

施

行
し

た
。

そ

れ

は

北
来

人

と

土

着
民

と

の

税

役
の

差

別

を
撤

廃
し
、

従

来

特
別

扱
い

さ

れ

て

き

た

北

来
人

に

対

し

て
、

土

着
民

と

同
じ

よ

う
な

税
役
に

服
せ

し

め

る

新
制

度

　

　

　
ロ
おワ

で

あ
っ

た
。

こ

れ

以

降
、

頑

な
に

中

原
文

化
を

守
っ

て

き

た

貴

族

文

人

た

ち

も

徐
々

に

江

南
の

俗
文

化
の

影

響
を

被
る

こ

と

に

な

る
。

そ

の

中
で

も

大
き

な

役

割
を

果
た

し

た

の

が

南
朝

樂
府

民
歌

で

あ

り
、

文

人

の

妓

女

観
に

も
影

響

を

与

え

た

と

考

え

ら

れ

る
。

　

　

　
（
二
）

南

朝
樂
府

民
歌
と

妓
女

　
南

朝
樂

府
民

歌

と

は

主

に

呉

声
と

西

曲
を

い

う
。

呉

声
と
は

建

業
を

中
心

と

す

る

呉
の

地

方
で

生

ま

れ

た

歌
曲
で

あ
り
、

西
曲
は

荊
、

郢
、

樊
、

鄲
の

間
、

す

な
わ

ち

呉
の

西
方

か

ら

出
て

き
た

歌

曲

で

あ

る
。

い

ず

れ

も

世
俗

的
享
樂

的
な

音
樂
で

、

南

遷
し

た

ば

か

り
の

貴
族
文

人

に

と
っ

て

は

嫌
悪

の

対
象
で

あ
っ

た

が
、

南
朝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ
お　

に

入

っ

て

徐
々

に

宮
廷

に

浸

透
し

始

め

る
。

呉
大

順
氏

に

よ

る

と
、

呉
歌

の

殆
ど

は

東

晋

中
後

期

か

ら

劉

宋

時

期
ま

で

の

間

に

生

ま

れ
、

大

体

斉
・

梁
の

時

期
に

宮
廷

に

入
っ

た
。

西
曲

の

殆
ど

は

宋
・

斉
の

時
期
に

生

ま

れ
、

す
ぐ

に

宮
廷

に

入
っ

た．、

文

人

は

劉
宋
の

頃
か

ら

呉
歌
西

曲
の

歌

辞
を

ま

ね

て

詩

を

作
り

始
め
、

梁
代
に

至

っ

て

発

展

の

黄
金

時
代
を

迎
え

る
。

呉

歌
西

曲
が

宮

廷
の

娯
樂

音

樂
の

系

統
に

入
っ

て

梁
代
の

主

要
な

音
樂
に

な

る
一

方
で
、

皇

帝

（

と

り

わ

け

武

帝
蕭
衍

が

熱
心

で

あ
っ

た
）

や

文

人
が

挙
っ

て

呉

歌

西

曲

の

歌

辞
を

ま

ね

て

詩
を

作
り
、

呉

歌
西

曲
が

社

会
の

上

層

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

おり

階
級
に

承
認

さ
れ

る

に

あ

た
っ

て

決

定
的

な

役
割

を

果
た

し

た
。

　

南

朝
樂

府

民
歌
（

呉
歌

西

曲
）

の

内

容
に

つ

い

て
い

え

ば
、

男

女
の

交

情
を

歌
っ

た

詩

が

圧

倒
的
に

多
い

。

小

西

昇
氏

は

こ

れ

ら

の

詩
に

用

い

ら

れ

た

文

字
や

表
現

を

詳

し

く

検

討
し
、

こ

れ

ら

男

女
の

交

情
を

扱
っ

た

詩
は

、

決
し

て

若
い

男

女
が

素

朴
に

恋

愛
し

結
婚

の

相
手

を
求
め

る

と

い

っ

た

歌
で

は

な

く
、

娼

妓
遊
女

が

男

を

求

め
、

男

が

彼

女
た

ち
を

求
め

る

歌
で

あ

る

と

い

う
。

「

多
く

の

男
を

相
手

に

す
る

故
の

、

な
お

純

粋
な

愛
の

絆
の

希
求
、

同

心

の

人
へ

の

愛
の

誓
い
、

い

つ

捨
て

ら

れ

別

離
し

な

け

れ

ば
な

ら

な

い

か

と

い

う
不

安
、

裏
切
る

男

た

ち
へ

の

不

信
感、

愛
の

永
遠
性

の

あ

か

し

と

し

て
の

心

中
」

な

ど

妓

女
を

取
り

巻

く
生
活
の

さ
ま

ざ
ま
、

悩
み

や
悲
し

み
の

い

ろ

い

ろ

が
、

南
朝

樂
府
詩
の

作
品

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
　り

通
し

て

確
か

め

ら
れ
る

と

い

う
。

こ

れ
ら

の

作
品

を
読

み
、

歌
い
、

模
倣
し

て

詩
を

作
る

南

朝
の

貴
族
文

人
の

関
心

が

宴
席
の

妓
女
に

向
か

い
、

詩
の

題

材
に

取
り

あ

げ

よ

う
と

思

う
の

は
、

き

わ

め

て

自

然
な
こ

と

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

文
人

の

妓

女
に

対
す
る

感

情

や
意

識
の

変

化
は
、

こ

の

よ

う
に

南

朝

樂
府

民

歌
を

受

容
し
、

学
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び
、

模
倣

す
る

過
程
の

中
で

生

じ

た

と

言
っ

て

い

い

だ

ろ

う
。

　

も
う
ひ

と
つ

忘
れ

て

は

な
ら

な
い

の

は
、

呉
声
西

曲

は

あ

く

ま

で

歌
わ

れ

る
も
の

だ
と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

文

人
自
ら

歌
う

場
合

も
あ

る

が
、

多
く
は

宴
席
の

妓

女
に

歌
わ

せ

て

樂
し

ん

だ
。

そ

の

場
で

即
興

的
に

模
倣

詩
や

替
え

歌

を

作
り

、

妓

女
に

歌
わ

せ

る

こ

と

も
あ
っ

た

で

あ
ろ

う
。

妓
女
の

方
に

も
そ

れ
な

り
の

技
術

と

素

養
が

求
め

ら

れ
た

。

唐
の

『

大

唐

傳
載
』

に

次
の

よ

う
な

記

載
が

　
ハ
ま

あ

る
。

　

徳
清

縣
の

西
の

前

溪
村
は

、

則
ち

南
朝
の

集
樂
の

処
な

り
。

今

も
尚
お

數

百

家
の

音
樂
を

習
う

有
り

。

江

南
の

聲
妓

は

多

く
此

よ

り

出
づ

。

所

謂

る

舞

は

前

溪
に

出
つ

る

な
り

。

（

徳

清
縣
西

前
溪

村
、

則
南
朝

集
樂
之

處
。

今
尚

有
數

百

家

習
音

樂
。

江
南

聲
妓

多
自
此

出
。

所
謂

舞
出

前
溪
也

。

）

　
こ

れ

を

見
る

と

当
時

民

間

に

お
い

て

専

門

的
に

声
妓

を

訓

練
し

養
成
す

る

場

所
（

徳
清
県

西

前

渓
村
は

現
在
の

浙

江
省

湖
州
）

が

あ

り
、

宮
廷

や
貴

族
の

家
で

用
い

ら

れ
た

声

妓
の

多
く
は

こ

こ

の

出

身
で

あ
っ

た

よ

う
だ

。

そ

う
す

る

と

宴
席
の

声

妓
た

ち

は
、

呉

声

西
曲
が

宮
廷

や

貴
族

階
級

に

浸
透
し

て

い

く
に

あ
た
っ

て
、

ま

た

逆
に

貴
族

文

人
の

作
っ

た

詩
が

社

会
に

伝

播
し

て
い

く

に

あ

た

っ

て
、

半
ば
公

的
な

媒
体
1ー
メ

デ
イ

ア

と
し

て

小

さ
か

ら
ぬ

役
割

を
担
っ

た

の

で

は

な
い

か

と

考
え

る

こ

と

が

で

き

る
。

こ

の

よ

う

な

状
況
が
、

文
人

た

ち

に

妓

女
に

対
す

る

再

認
識

を
促

し

た

で

あ

ろ

う

こ

と

は

言
う
ま

で

も

な
い

。

　

　

　
四
、

結
び

　

中

国

古
代
の

詩
歌

が

妓
女

を
描
写

の

対
象
と

す
る

の

は
、

六

朝

期
に

始

ま
っ

た

こ

と

で

は

な
い

。

し

か

し

劉
宋

以

降
の

妓

女
を
テ

ー
マ

に

し

た

詠
妓
詩

は
、

そ

の

表

現
と

内

容
に

お
い

て

明

ら

か

に

以
前
の

詩
と

は

異
な
っ

て

い

る
。

そ

こ

で

は

歌

舞
の

美
し

さ

だ
け

で

は

な

く
、

妓
女

自
身
の

表

情
や

身
振
り

に

現
れ

る

心

情
が

描
か

れ

て

い

る
。

時
に

は

妓

女
の

不

幸
な

境
遇

に

同

情
し

た

り

（

代
妓

詩
）

、

時
に

は

特
定
の

妓
女

に

対
す

る

愛
情

を

表

現
し

た

り

（

贈

妓

詩
）

、

時
に

は

亡

く

な
っ

た

妓
女

を
哀

悼
し

た

り

（

悼
妓

詩
）

す

る

な

ど
、

ひ

と

り
の

感

情
を
持
っ

た

人
間

と

し

て

妓

女
が

描

か

れ

て

い

る
。

そ

こ

に

我
々

は

文

人
の

妓

女
に

対
す
る

意
識
の

変

化

を

想

定
し

た

わ

け

だ

が
、

そ

の

よ

う
な

変
化
が

生
じ

た

原
因
は

様

々

に

考
え

ら

れ

る
。

し

か

し

既
に

述
べ

た

よ

う
に

そ

の

根

幹
を

な

す

の

は

次
の

二

点

で

あ
る

。

　
ま

ず

文

学

創
作
の

集
団

化
・

遊

戯
化
、

ま

た

宴

会
の

世
俗

化
・

享

樂

化
に

よ

り
、

詩

作
が

個
人
の

私
的

な

営
為
か

ら

仲
間
同

士

で

応

酬
し

合
う

社
交

的
な

活
動
と

な
っ

た

こ

と
。

そ

れ

に

よ
っ

て

様

々

な

詩

題

が

気

軽
に

取

り

上

げ
ら

れ

る

よ

う

に

な
り

、

「

妓

女
」

も

そ

の
一

つ

と

な
っ

た
。

さ

ら

に

劉
宋

以
降
、

南

朝
樂

府
民

歌
（

呉

歌

西

曲
）

が

宮
廷

や
貴
族

階
級
に

浸
透
し
、

宴
席
で

妓

女
に

歌
わ

せ

た

り
、

模
倣
し

て

詩
を

作
っ

た

り

す
る

こ

と
が

流

行
し

た

こ

と
。

そ

の

内

容
は

妓
女
の

愛
情
生

活
を

テ

ー
マ

に

す
る

も
の

が

多
か
っ

た

た

め
、

文

人

の

妓
女

観
に

影

響
を

与

え
、

彼
ら

が

詠

妓
詩

を

作

る

に

あ

た
っ

て

雛
型
を

提
供
す

る

こ

と

に

な
っ

た
。
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当

時
、

貴
族
文

人
が

家
妓
を

引
き

連
れ

宴
遊
す

る

の

は

ご

く
日

常

的
な

こ

と

で

あ
っ

た
。

儒
教
倫

理

に

よ
っ

て

妻

女
は

表
に

出

る

こ

と

は

な

か
っ

た

の

で
、

宴

席
で

の

妓

女
の

役
割
は

大

き
か
っ

た
。

主

人

が

作
っ

た

詩

を
歌

う
の

は

妓
女
で

あ
っ

た

し
、

妓

女
が

歌
う

こ

と

に

よ
っ

て

社

会
に

広

ま
っ

た
。

私

的
奴

隷
と

し

て

の

位

置
を

脱
し

つ

つ

あ
っ

た

妓

女
は
、

唐
代
に

入

る

と

そ
の

公

的

役

割
を
さ

ら

に

増
し

た
。

官
妓
が

増
え

る
一

方

で
、

文
学

的

教

養
を
も
っ

た

妓

女
も

目
立

つ

よ

う
に

な
る

。

唐
代
に

詩

文

を

残
し

た

妓

女
は

三

十

三

名
に

及

ん

で

い

る
。

当

然
文

人
に

よ
っ

て

書
か

れ

た

詠
妓

詩

の

内

容
も

数
量
も

格
段

に

豊

富
で

あ

ろ

う
。

こ

れ

ら

に

つ

い

て

の

考
察
は

ま

た

他
日

を

期
し

た
い

と

思
う

。

注

（
1

）

齋
藤
茂

「

詠
妓

詩

に

つ

い

て
」
（
『

中

国
学

論

集
…

古
田

教
授

寿
記

　

念
』

汲

古

書

院

　
一

九

九

七

年
）

に

「
六

朝
後
期

か

ら

唐
代

に

か

け

　
て

作

ら

れ

た
、

妓
女
を

対
象
と

し

て

そ
の

美
や

技
能

を

主

た

る
テ

ー

　
マ

と

し

て

歌

う

作

品

を

仮

に

詠
妓

詩

と

呼
ぶ
。

」

と

あ

る

が
、

こ

こ

で

　
の

詠

妓
詩

は

齋

藤
氏
の

定
義
よ

り
広

い

範

囲

を

指
す

。

齋

藤
氏
の

「

詠

　

妓

詩
一

は

本

論

文
の

言

う

題

妓

詩
に

ほ

ぼ

当
た

る
。

（
2
）

武

舟

『

中
国

妓

女
文

化

史
』

〔

東
方

出

版

中

心

　
二

〇

〇

六

年
〕

　

に

以

下
の

よ

う
に

あ

る
。

　
　

　

從
夏

商
時

代
起
、

女
樂
、

倡
優
這

種

供
男

人

賞
玩

的
色

藝
之

花、

　
　

　

首
先

在
宮

廷

的

齷
齪
土

壤
上

滋
生

以

後、

中

國

妓

女
的

歴

史
就

　
　

　

眞
正

開
始
了

。

歴

代
君
主

利

用

手

中

的
特
權
在

宮

中
收
納
大

量

　
　

　

的
美
女
、

女
樂

、

倡
優

供

其

玩

賞
（
即

爲
後
世

所
稱

的

宮

妓
）

。

　

　

　

在
他
們
統

治
之

下

的
官
僚
貴
族、

上

至

王

侯

將
相
、

下

至

士

大

　

　

　

夫
富
豪
、

也

都

效

彷
君
主

在

家
中

畜

養
一

定

數
量

的
美
女
或

歌

　

　

　

舞
女
藝

人

供

其

享
樂
。

（

後

世
稱

地

們
爲

家
妓
）

這
些

女

性

往

　

　

　

往

負
有

呈

身

和

獻
伎

的
雙

重

使

命
、

因
而

史

書
多
稱

抛
們

爲
侍

　

　

　

姫
、

愛

妾
、

聲
妓

、

歌
姫
、

舞
妓
、

也

有
稱

爲
美
人

、

女

樂
、

　

　

　

娼

伎

的
。

〔
3
）

王

書

奴
『

中
国

娼
妓

史
』

（
生

活
・

読

書
・

新
知

三

聯
書
店
上

海

　

分

店
一

九

八

八

年

近

代

名

籍
重
刊）

に

以
下
の

よ

う
に

あ

る
。

　

　

　

所

謂

家
妓

地

位
、

似
介

於
婢、

妾

之

間
。

畜
養
家

妓
風

氣
、

始

　

　

　

於

漢
代、

而

極

盛

于

南
北

朝。

（
4
）

『

韓

非
子
』

で

は

「

十

過
」

の

一

つ

と

し

て

「

女
樂

に

耽
っ

て

国

　

の

政
冶
を

顧

み

な
い

こ

と
」

が

挙

げ
ら

れ
、

国
を

滅
ぼ

す

災
い

だ

と

　

さ

れ
て

い

る
。

女
樂

に

耽
る

の

は

女
色
に

耽
る

こ

と

で

あ

る

が
、

こ

　

の

「

女
色
」

に

対
し
、

歴
代
の

儒
者

た

ち
は

慨
ね

否

定

す
る

立

場
を

　

取
っ

て

い

る
。

「

女
色
」

は
、

人

間
の

堕

落
や
政
治

腐

敗
の

大

き

な

原

　

因
の
一

つ

と
さ

れ
、

「

徳
」

の

対
立

概

念
と

し
て

完
全
に

定

着
し

た
。

　

（
張

競
『

恋
の

中

国

文
明
史
』

筑
摩
書

房
一

九

九
三

年
）

（
5
）

石

観
海
『

宮
体
詩

派

研
究
』

（
武

漢
大
学
出

版
社

　
二

〇

〇
三

年
）

　

に

以

下
の

よ

う
に

あ

る
。

　

　

　

枚
乘
首
開

其
風、

司

馬

相
如
以

下

則

竟
相
推

波

助

瀾
、

形

成

了

　

　

　

漢

賦

在
女
樂
方

面

的

勸

百

諷
一

的

傳
統
。

（

6
）

王

運
熙
・

周

鋒

撰
『

文

心

雕
龍
譯
注
』

（
上

海

古
籍
出

版
社
　
→

　

九

九

八

年
）

に

よ

る
。

（

7
）

荒
井
健

編

「

中
華
文

人
の

生

活
」

（

平
凡

社
一

九

九

四

年

な
お

茂

　

木
信

之

氏

は

「

文

人

と

隠
逸
」

の

中
で
、

漢
代
以

前
を

「

宮
廷

倡

優
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文

人
」
、

南
北

朝
期
を

「

宮
廷

貴
族
文

人
」
、

唐
を

過
渡
期
と

し

て

宋

　

代

以

降
を
「

官
僚
文

人
」

に

分

け
て

い

る
。

（
8V

枚

乗
「
七

發
」

（
『

文

選
』

巻
三

十

四
）

に

以

下
の

よ

う
に

あ
る

。

　

　
　

出

輿

入

輦、

命
日

蹶

痿
之

機
。

洞

房

清

宮
、

命
日

寒

熱

之

媒
。

　

　
　

皓
齒
蛾
眉
、

命
日

伐
性

之

斧
。

甘

脆
肥

膿、

命
日

腐

腸

之

藥
。

　

　
　

今
太

子

膚
色
靡
曼

、

四

支

委

隨
、

筋
骨

挺
解、

血

脈
淫
濯、

手

　

　
　

足

惰
窟

。

越

女

侍

前
、

齊

姫
奉

后
、

往
來
游
宴

、

縱

恣
乎

曲
房

　

　
　

隱
聞
之

中
。

此

甘

餐
毒
藥

、

戲
猛

獸

之
爪

牙

也
。

（
9
）

「

東

城
高

且

長
」

に

お

け

る

「

燕
趙

多
佳

人、

美
者

顏
如

玉
。

被

　

服

羅

裳
衣

、

當
戸

理

清
曲

。

音
響
一

何

悲
、

弦
急
知

柱

促
。

」

と

言
う

　

句
、

ま
た
、

「

青
青
河

畔

草
」

の

章
に

「
昔
為
倡

家
女
、

今
為
蕩
子

婦
。

　

蕩
子

行
不

帰、

空

牀
難

独

守
。

」

と

い

う
節
が

あ

る。

（
10
）

鈴

木

虎
雄
訳

解
『

玉

台

新
詠
』

上

（
岩

波

書
店

　
一

九

五

三

年
）

（
11
）

『

史

記
』

巻

百
二

十
九

「
貨

殖

列

伝
］

。

（

12
）

同

注

（
2
）
。

（

13
）

修

君
・

鑒

今

『

中
国

楽

妓
史
』

（
中

国
文

聯

出

版
公

司

　
一

九

九

　

三

年
）
。

ま

た
、

小

西
昇

「

南
朝
楽
府

詩

と

遊
女
娼

妓
の

世

界
」

『

目

　

加

田
誠

博

士

古
稀
記

念
−

中
國

文

學

論
集
』

（

龍

溪

書

舍
　
一

九

七

四

　

年
）

。

（

14
）

題
妓

詩
と

は

妓
女
を

詩

題
に

し

て

詠
ま

れ

る

詩

歌
で

あ

る
。

（

15
）

斎

藤
茂
『

妓
女

と

中

国

文

人
』

（
東

方

出

版
社
　
二

〇

〇

〇

年
）
。

（

16
）

林
田

慎
之

助

『

中
国
中

世
文

学
評
論
史
』

〔

創
文

社

　
一

九

七

九

　

年
）

。

（

17
）

陳

冠
球

編
注

『

謝
宣
城
全

集
』

（
大

連
出

版
社

　
一

九

九

八

年
）

。

（

18
）

『

何

遜

集
校

注
』

巻
三

。

（

19
）
『

梁

簡
文

帝
御
制

集
』

巻
四

（
『

歴

代
卅

四

家
文

集
』

所
収）

（

20
）

鈴
木
虎
雄
訳

解
『

玉

台
新
詠
』

下

（

岩
波

書
店

　
一

九

五

三

年
）

（

21
）

『

漢
魏
六

朝

百
三

家
集
』

巻
一

百
一

『

呉

均
集
』

（

22

二
晋）
　

左

思
　「
魏

都
賦
」
『

文
選
』

巻
六

　

　

　

椒
鶴
文

石
、

永

巷
壺

術
。

「

注
」

善
日

、

列

女
傳
日
、

姜

后

待

　

　

　

罪
永

巷、

濟
日

、

永
巷、

庭

也
。

（

23
）
（
清
）

厳
可

均

『

全
隋
文
』

巻
三

十
四

の

「

続
高
僧
伝
」

　

　

　

蕩
子

从
戎

、

倡
婦
閨
空

。

悠
悠
塞
北
、

杏
杳

江
東

。

山

川

既
阻
、

　

　

　

夢

想
時
通

。

高
楼

進
月

、

傾
帳
来
風
。

愁
眉

歇
黛
、

泪

臉

銷
紅
。

　

　

　

莫

不

感
悲
枕
席、

結
怨

房

瓏。

（

24
）

『

玉

台

新
詠
箋

注
』

巻
六

（

中

華
書

局

　
一

九

八

五

年
）

。

以

下
、

　

『

玉

台

新

詠
』

は

本
書
を
用
い

る

（

25
）

呉

大
順

『

魏
晋
南
北

朝
楽
府
歌

辭
研

究
』

（
上

海

古

籍
出
版

　
二

　

〇
〇

九

年
）

（
26
）

『

陸
士

衡
集
』

（

台

湾
中
華
書
局

　
一

九

七
一

年
）

。

〔
27
）

こ

の

故
事
は
『

陸
士

衡

集
』 、

郭

茂

倩
『

楽
府
詩

集
』

「

相
和

歌

辭
」

　

を

参
照
し

た
。

（

28
）

郭
茂

倩
『

楽
府
詩

集
』

巻

三

十
一

「
相

和
歌

辭
」

（

中
華
書
局

　
一

九

七

九

年
）

。

以

下
、

楽
府
詩

集
は

本

書
を

用
い

る
。

（

29
）

途
欽
立

『

先
秦
漢

魏
晋

南
北

朝

詩
』

「

梁

詩
」

巻
五

（

中
華

書
局

　

　
一

九
八

三

年
）

。

（

30
）

郭

茂
倩
『

楽

府
詩

集
』

巻
七

十
三

「
雑

曲
歌
辞
十
三
」
。

（

31
）

逾
欽

立

『

先
秦

漢
魏
晋
南
北

朝

詩
』

「
梁

詩
」

巻
五
。

（
32
）

『

文

選
』

に

は

魏
晋

南
北
朝

期
の

詩

人
の

贈

答
詩
が

五

九

首
収

め

　

ら

れ
て

い

る
。

（
巻
二

三

−
巻
二

六
）
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（
33

）

　
『

玉
ム

ロ

虻

訓り
詠
雄

曳

叶
に

』

　
坐

甘
亠
ハ

（

34
）

『

玉

台
新

詠

箋
注
』

巻
八

（
35
）

鈴
木

虎
雄
訳

解
『

玉

台

新
詠

集
』

下
（
岩

波
書
店

　
一

九

五

五

年
）
。

（

36
）

斎

藤
茂
「

唐
の

悼

妓
詩
に

つ

い

て
」
（
『

未

名
』

歯

10

　
一

九

九

　

二

年）

に

以
下
の

よ

う

に
あ

る
。

　

　

　

悼
妓
の

詩

は
、

哀
傷
の

詩

の

広

が

り

を

受

け

て
、

六

朝
期
の

後

　

　

　

半

に

そ
の

萌
芽
が

生

ま

れ

た

と

考
え

ら

れ

る

が
、

そ

の

当

初

は

　

　

　

悼

亡

詩
の

性
格
と

基

本

的
に

同

傾

向

に

あ

り
、

歌
舞
な
ど

の

伎

　

　

　

芸

を

も
つ

妓

女
と

し

て

の

個

性

が

注

目

さ

れ、

悼
亡

詩
と

異
な

　

　

　

っ

た

性

格
を

も
つ

に

至

る

の

は
、

唐
代
に

な
っ

て

か

ら
の

よ

う

　

　

　

だ
。

（

37
）

注

〔
1
）
。

な
お
、

唐
の

釋
慧
琳
『

一

切
經

音
義
』

の

「
妓

楽
一

　

の

条

で

は
、

魏
の

張
揖

『

婢
蒼
』

中
の

「

妓
は

美

女
な

り
」

と
い

う

　

定
義

を

引
い

て

い

る
。

（

38
）

『

玉

台

新

詠

箋
注
』

巻

七
。

（

39
）

（

40
）

森
野

繁
夫
『

六

朝

詩
の

研

究
』

（
第
一

学

習
社

　
一

九

七

　

六

年
）

。

（

41
）

鈴
木

修

次

『

漢
魏
詩
の

研

究
』

（

大
修

館
書
店

　
一

九

六

七

年
）
。

（

42
）

福

井
佳

夫
「
六

朝
の

即
興

創
作
に

関

す

る
一

考
察
」

『

松

浦
友
久

　

博
士

追
悼

記

念
』

（

研
文

出

版

　
二

〇
〇

六

年
）

（

43
）

沈

約

『

宋
書
』

巻

十
九

「

志

第
九

樂
一

（

中
華
書

局

　
一

九

七

四

　

年
）

に

次
の

よ

う
に

記
し

て

い

る
．

　

　

　

前
世
樂

飲、

酒
酣、

必

起

舞
…

（
中

略
）

魏
晉

以
來
、

猶

重

以

　

　

　
　
舞
相

屬
。

所

屬

者
代

起

舞
、

猶

若

飮
酒

以

杯

相
屬
也

。

謝

安
舞

　

　

　
　
以

屬
桓

嗣

是

也
。

近

世
以

來
、

此
風

絶
矣

。

〔
44
）

趙
翼

『

咳
余

叢
考
』

巻
二

四
「

即
席
」

　

　

　

宋

武

帝
延

後

進
二

十

余

人
、

置

酒

詩

賦
、

蕭
介
染

翰
即

成
、

文

　

　

　

不
加

點
。

臧
盾
以

詩

不

成

罰
酒
一

斗
。

盾

飮
盡

、

言

笑
自
若

。

　

　

　

帝
日
、

臧
盾

之

飮
、

蕭
介

之

文
、

皆
席
之

美

也
。

　

　

『

梁
書
』

巻

四

十
一

「

劉
孺

傳」

　

　

　

劉

孺
后

侍
宴

壽
光
殿

、

詔
群
臣

賦
詩

。

時
孺

與
張

率

竝

醉
、

未

　

　

　

及

成
。

高
祖

取
孺
手
板
、

題
戲

之

日
、

張
率

東
南

美
、

劉

孺

洛

　

　

　

陽

　

　

　

才、

攬
筆
便

應
就、

何

事

久

遲
回

、

其

見

親
愛
如

此
。

〔

45
）

宮

崎
市

定

「
六

朝

時
代
江

南
の

貴

族
」

（
『

宮
崎
市
定
全

集
』

巻
七

　

　

岩
波

書

店

　
一

九

九

二

年）
。

（

46
）

『

南
史
』

巻

十
八

「

蕭
惠

基

傳
」

　

　

　

自

宋

大

明

以

來
、

聲

伎
所

尚

多
鄭

衞
、

而

雅
樂

正

聲

鮮

有
好
者

。

（

47
）

呉

大

順
『

魏
晋

南
北
朝

楽
府

歌
辞
研
究
』

（
上

海
古
籍
出

版

社

　

二

〇

〇
九

年
）

。

（

48
）

小

西
昇

「
南

朝

楽
府
詩

と

遊
女

娼

妓
の

世

界
」

（

『

目
加

田
誠

博
士

　

古
稀
記

念
−

中

國
文

學

論

集
』

龍
溪
書

舍
　
一

九

七

四

年
）

。

（

49
）

唐
・

無

名
氏

『

大

唐
傳
載
』

藝
文

印

書

館
　
一

九
六

八

年

（

嚴
｝

　

萍
選

輯
『

百

部

叢
書
集

成
』

原
刻
景
印
）

。

一 38

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


